
こんにちは！白木です。 

いつもありがとうございます！ 

 

今年ももう１１月になりました。

別名「霜月」と言いますし、少し

ずつ寒くなってきますね… 

 

ところで、１１月８日は『いい歯の日』 

 

１１（いい）８（は）の語呂にちなんで、１９９

３年に設定されました。 

 

毎年、日本歯科医師会が「ベストスマイル・オブ・

ザ・イヤー」を選出し、『笑顔の大切さ』を伝え

る活動を行っています。 

 

思いっきり笑う瞬間は、誰でもとても気持ち良い

ですよね。笑顔の似合う人には、ステキな人とい

う印象を持ちますよね。 

 

 

 

 

 

だ液は口の中だけではなく、身体の様々な場所で

健康を保つためにパワーを発揮しています。今回

は「だ液の働き」についてお話しましょう。 

 

◆ 消化を助ける 

 

だ液には、食べ物の中のデンプンを分解する酵素

があります。 

 

食べ物がだ液と混ざると、その酵素が働いて食べ

物を柔らかくし、胃で消化しやすい状態にします。 

 

◆ 飲み込む時の潤滑剤 

 

食べ物は十分に噛むことで細かくなります。だ液

の中のムチンの働きで食べ物が柔らかく、食道表

面が滑らかになり、飲み込みやすくなります。 

 

自分の笑顔でも、相手の笑顔でも、「笑顔」には

人をとても気持ち良くさせるチカラがあります。 

 

そんな素晴らしい笑顔のために欠かせないもの

のひとつは、健康な歯と言えるでしょう。 

 

歯がないことが気になって、思い切り笑えない… 

歯の色や形がコンプレックスになっている… 

 

そんな方は、お気軽にご相談ください！ 

 

しらき歯科クリニックのＬＩＮＥ＠ 

お友だち募集中です♪ 

 

ＬＩＮＥを起動して、メニューの「友だち追加」

で「ＩＤ検索」を選択⇒「@shiraki-dent」と

入力して検索すると、友だち追加できます。 

 

お友だち登録をお待ちしています♪ 

 

 

 

 

 

◆ 体内への細菌侵入をブロック！ 

 

口の中にはむし歯の原因菌だけでなく、様々な病

原菌が絶えず侵入してきます。 

 

だ液には侵入してきた細菌を殺したり、抵抗した

りする働きがあります。 

 

◆ お口の中を守る 

 

口の中では、常にだ液が分泌されています。 

だ液は食べカスを洗い流して、口の中を清潔にし、

常に潤いを保つことで口臭を抑制します。 

 

だ液には、このようなさまざまな働きをしていま

すが、まだまだこれだけではありません。続きは、

また次回にお話したいと思います。 

知っておきたい歯とお口の基礎知識 Ｖｏｌ．７２ 
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